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立神峡だより
立神峡の吊り橋に優雅に泳ぐ鯉のぼり

芝桜公園として復活！

新年度からホ－ムペ－ジを一新しました

　先月の立神峡便りで鯉のぼりを町民の皆さまに
募集したところ、6件のご寄付を頂きました。本当
にありがとうございました。紙面をお借りして、感
謝申し上げます。
　子供の成長を見届けた鯉のぼり達に今一度息
吹を与え、立神峡の大自然の中で泳ぐ様子は、何
かしら生き生きとしているかにも見えます。
　龍神峡の下流側にロ－プを渡し、13匹の鯉のぼ
りが悠々と泳いでいますので、ぜひ、お子さまや
お孫さまをお連れして、ご来援ください。スタッフ
一同、お待ちしています。

　立神峡里地公園では芝桜を植え、春から初夏にかけては芝桜公園という名前が付いていたという過去がありま
したが、近年ではその面影も無くなり、昔の芝桜公園として、また復活させたいとの思いから1500株の苗を移植し
ました。大雪にもめげず、スタッフの真剣な情熱が実り、見事な芝桜が生えそろいました。町民の皆さんも是非、一
度お立ち寄りください。
　また、つつじも昨年は一輪も咲きませんでしたが、剪定手入れが行き届いた結果、一面に咲き誇っています。

　昨年から、指定管理者として、スタ－トしましたが、お陰さまで宿泊者の数も飛躍的に向上しております。これは、
ネットによる、申し込みをした結果によることが大きいと思います。しかしながら、更に、増やすためには見やすさ
や内容の充実など工夫を重ねなければなりません。新規に作り替えたりドロ－ンによる映像を加えながら「行って
みたい」という興味を引き出すためのアイデアが満載です。QRコ－ドによる読み取りを載せておりますので、ぜひ
読み取ってご覧ください。

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546（8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

検 索立神峡里地公園 http://tategami-camp.com/

お早目のご予約お願いします。QRコ－ドの拡散を希望します。「立神峡里地公園」
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